
42025.7 第77号5 2025.7 第77号

一 般 質 問の し ろ 市 議 会 だ よ り の し ろ 市 議 会 だ よ り

希
望

○
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
成
り
手
不
足
の
解
消

○
担
い
手
確
保
と
環
境
活
動
改
善
に
向
け
た
取
組

○
施
策
の
成
果
指
標
の
明
確
化
と
チ
ェ
ッ
ク
体
制

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
中
小
企
業
者
へ
の
各
種
支
援
の
利
用
状
況
は

○
能
代
市
軽
度
生
活
援
助
事
業

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
市
内
に
あ
る
風
力
発
電
風
車
の
安
全
確
保
策
は

○
駆
除
し
た
熊
肉
、
ジ
ビ
エ
と
し
て
流
通
検
討
を

○
旧
竹
生
小
体
育
館
の
貸
出
し
を

そ
の
他
の
質
問
事
項

青
松
・
公
明
党

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
市
民
の
声
、大
河
の
会
、能
代
民
政
会
）

専決処分した能代市市税条例の一部を改正する条例の
承認を求めることについて 

議　　　　案　　　　名　　　　等

希　　望 青松・公明党
市民ネットワーク
（市民の声、大河の会、

能代民政会）
平政会 日　本

共産党
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田
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安
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明
雄

今
野
孝
嶺

大
髙

　翔

鍋
谷

　暁

専決処分した能代市国民健康保険税条例の一部を改正
する条例の承認を求めることについて

専決処分した令和６年度能代市一般会計補正予算の承
認を求めることについて

専決処分した令和７年度能代市一般会計補正予算の承
認を求めることについて

能代市公告式条例及び能代市役所出張所設置条例の一
部改正について

二ツ井町庁舎空気調和設備改修工事の請負契約について

能代市後期高齢者医療に関する条例の一部改正について

能代市田園空間・コミュニティ施設設置条例の一部改
正について

損害賠償の額を定め和解することについて

令和７年度能代市一般会計補正予算 

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関
する条例の一部改正について

令和７年度能代市一般会計補正予算

令和７年度能代市一般会計補正予算

常盤財産区管理委員の選任について

能代市議会の議員の定数を定める条例の一部改正につ
いて

再審法改正（刑事訴訟法の一部改正）を求める意見書
提出について

旧仁鮒小学校体育館の活用・保全に関することについて

能代市カーボンニュートラル宣言

承３

議

案

番

号

等

採

決

結

果

承４

承５

承６

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

議２

陳58

陳59

承認

承認

承認

承認

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

同意

可決

採択

不採択

了承

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

●

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

●

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

●

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

●

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

●

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

●

〇

議長

議長

議長

議長

議長

議長

議長

議長

議長

議長

議長

議長

議長

議長

議長

議長

議長

議長

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

●

●

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

●

●

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

●

●

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

●

●

〇

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

●

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

●

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

‐

●

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

‐

●

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

‐

●

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

●

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

●

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

●

〇
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※議長は可否が同数の場合以外は採決に加わりません。

議決・・・表決の結果得られた、議案等に対する可否など、議会の意思決定のことをいいます。

傍聴の様子

渟
城
南
小
学
校
の
６
年
生
が
本
会
議
の
傍
聴
に
訪
れ
ま
し
た

本
会
議
・
委
員
会
等
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

本
会
議
・
委
員
会
等
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
本
会
議
・
委
員
会
等
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
お
気
軽
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

【
本
会
議
】

　
備
付
け
の
「
傍
聴
者
名
簿
」
に
住
所･

氏
名
を
記
入
し
、
受
付
箱

に
投
函
し
て
傍
聴
席
へ
お
入
り
く
だ
さ
い
。
耳
の
聞
こ
え
に
く
い
方

が
音
声
を
聞
き
取
り
や
す
く
す
る
、
磁
気
ル
ー
プ
シ
ス
テ
ム
を
用
意

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
、
傍
聴
希
望
日
の
前
日
ま

で
に
議
会
事
務
局
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
当
日
は
、
本
庁
舎
１
階
市
民
交
流
ス
ペ
ー
ス
と
二
ツ
井
町

庁
舎
１
階
市
民
フ
ロ
ア
に
設
置
し
て
あ
る
モ
ニ
タ
ー

で
も
中
継
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
か
ら
ラ
イ
ブ
中
継
・

録
画
中
継
や
、
市
議
会
会
議
録
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

【
委
員
会
等
】
　

　
開
会
時
刻
の
30
分
前
か
ら
会
議
室
前
で
受
け
付
け
ま
す
。
議
会
事

務
局
が
発
行
し
た
傍
聴
券
を
お
持
ち
の
方
の
み
傍
聴
で
き
ま
す
。

（
定
員
あ
り
）

※

開
会
時
刻
30
分
前
の
時
点
で
傍
聴
希
望
者
が
定
員
を
超
え
る
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

議会中継ページ

風
車
落
下
事
故
を
受
け
て
市
の
果
た
す
役
割
は

質
　
風
車
が
点
検
後
に
落
下
し
た
事
例
が
あ
り
、
事
故
と
同

型
機
種
の
停
止
を
求
め
る
声
も
あ
る
。
市
民
の
安
全
確
保
の

た
め
に
、
市
の
対
応
が
問
わ
れ
て
い
る
。
絶
対
に
被
害
を
出

さ
せ
な
い
た
め
に
、
市
は
保
守
管
理
に
ど
う
関
わ
る
か
。

答
　
発
電
事
業
を
実
施
す
る
上
で
、
市
民
の
安
全
・
安
心
の

確
保
は
大
前
提
で
あ
る
。
市
と
し
て
は
、
市
内
の
風
力
発
電

事
業
者
に
対
し
、
市
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
を
第
一
に
、

よ
り
一
層
の
安
全
管
理
を
働
き
か
け
て
い
く
。
さ
ら
に
国
や

県
に
対
し
、
早
期
の
事
故
原
因
解
明
と
そ
の
対
策
を
講
じ
る

こ
と
、
ま
た
、
市
町
村
が
発
電
所
の
立
地
や
運
転
管
理
に
意

見
で
き
る
仕
組
み
の
構
築
を
求
め
て
い
き
た
い
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
整
備
の
検
討
方
針
は

質
　
健
康
寿
命
延
伸
に
最
適
な
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
オ
ー
プ

ン
か
ら
３
年
に
な
る
が
、
必
要
な
附
帯
設
備
の
方
向
が
見
え

な
い
。
厳
し
い
財
政
状
況
下
、
東
中
跡
地
利
活
用
方
針
に
準

じ
て
、
段
階
的
整
備
が
必
要
で
は
。

答
　
本
附
帯
設
備
の
整
備
に
は
多
額
の
費
用
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
整
備
の
可
否
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
利
用
状
況

や
費
用
対
効
果
及
び
段
階
的
な
整
備
を
含
め
、
検
討
し
て
い

く
。

能
代
市
中
小
企
業
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

質
　
い
ま
だ
に
先
行
き
が
見
通
し
に
く
い
状
況
の
中
、
地
域

の
事
業
者
に
も
う
一
度
経
営
を
見
直
し
て
融
資
を
受
け
て
み

よ
う
と
い
う
攻
め
の
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
本
制
度

の
利
子
補
給
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
　
能
代
市
中
小
企
業
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
の
利
用
者
に
対

し
て
、
保
証
料
全
額
を
最
大
10
年
間
補
給
し
て
い
る
ほ
か
、

小
規
模
企
業
者
及
び
創
業
者
に
対
し
て
、
融
資
を
受
け
た
日

か
ら
２
年
間
利
子
の
半
分
を
補
給
し
て
い
る
。
利
子
補
給
期

間
の
延
長
等
に
つ
い
て
は
、
制
度
拡
充
に
よ
る
効
果
や
財
政

負
担
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
定
員
の
増
員

質
　
近
年
の
利
用
者
数
を
見
る
と
、
向
能
代
地
区
に
お
け
る

利
用
者
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
先
も
利
用
を
希
望
す
る

児
童
が
入
所
で
き
る
よ
う
に
利
用
定
員
を
増
や
す
こ
と
を
検

討
で
き
な
い
か
。

答
　
例
年
、
年
度
途
中
に
退
所
す
る
児
童
が
一
定
数
い
る
こ

と
に
よ
り
、
待
機
児
童
が
解
消
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
や
、

定
員
の
拡
大
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
可
能
な
空
き
教
室
が
な

い
こ
と
に
加
え
、
支
援
員
の
確
保
と
い
っ
た
課
題
が
あ
る
た

め
、
当
面
は
今
後
の
児
童
数
や
利
用
希
望
者
数
を
注
視
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

敗
戦
80
年
に
当
た
っ
て
の
市
長
の
所
感
を
問
う

質
　
戦
争
経
験
者
が
政
界
に
い
た
頃
は
、
痛
恨
の
記
憶
を
保

革
両
陣
営
が
共
有
し
て
い
た
。
そ
の
前
提
が
消
え
た
今
日
、

過
去
の
戦
争
へ
の
賛
美
を
支
持
固
め
に
利
用
す
る
政
治
家
も

増
え
、
慨
嘆
に
堪
え
な
い
。
今
の
状
況
を
ど
う
見
る
か
。

答
　
戦
後
80
年
を
迎
え
よ
う
と
す
る
今
、
戦
争
を
直
接
経
験

さ
れ
た
方
や
経
験
談
を
じ
か
に
聞
い
て
こ
ら
れ
た
方
々
が
少

な
く
な
り
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
。
戦
後
80
年
の
節
目
に
当
た
り
、
改
め

て
平
和
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
と
と
も
に
、
一
人
一
人
が
で

き
る
平
和
へ
の
取
組
を
行
い
な
が
ら
、
戦
争
の
悲
劇
が
二
度

と
繰
り
返
さ
れ
な
い
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」を
廃
止
し
減
税
を

質
　
国
保
の
被
保
険
者
に
年
６
回
は
が
き
で
届
く
「
医
療
費

の
お
知
ら
せ
」
記
載
の
情
報
は
、
全
て
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で

取
得
で
き
る
。
は
が
き
が
不
要
な
方
々
へ
の
送
付
を
や
め
、

そ
の
方
々
に
は
国
保
税
の
減
税
で
還
元
す
べ
き
で
は
。

答
　
現
状
で
は
、
紙
に
よ
る
通
知
を
廃
止
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。
郵
送
辞
退
を
申
し
出
ら
れ
た
方
に
対
し
、
節
減

分
を
国
民
健
康
保
険
税
か
ら
減
免
す
る
に
は
、
国
民
健
康
保

険
税
に
関
わ
る
制
度
改
正
や
シ
ス
テ
ム
改
修
が
必
要
と
な
り
、

大
幅
な
経
費
増
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
減
免

に
つ
い
て
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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